
全学的に下記各種応募支援事業に取り組みます。
特に、若手研究者の皆さんの挑戦を全学を挙げて
支援いたします。

【お問合せ先】研究推進部 研究推進課 基盤研究係
℡：022-217-4838 E-mail:kenjyo@grp.tohoku.ac.jp

各支援事業の詳細、申し込みフォーム等はこちら →
https://c.bureau.tohoku.ac.jp/kensui-
top/2kaken/page-35108/（学内専用ページ）

■実施方法
科研費アドバイザー※が研究計画調書
の書き方等をアドバイスします。

まずは「科研費マッチングシステム」にアクセ
スし、受講申請してください！

※ 採択経験のある本学の研究者

研究計画調書
作成アドバイス

７月中旬～
オンラインを中心に実施

■対象種目（大型研究種目）
特別推進研究、学術変革領域研究
（A・B）、基盤研究（S）

■実施方法
科研費アドバイザー※と参加者による
意見交換会方式

※ JSPS学術研究センター研究員、採択経験者

大型研究種目
に係る座談会
7月29日（水）

14：00-15：30
オンライン開催

■内容
（１）令和5年度科研費の公募等について

①科研費制度
②前年度公募からの主な変更点
③審査方式、研究計画調書の作成等
④不正使用等の防止

（２）研究計画調書作成における事例紹介

応募に関する
説明会

7月中旬～
動画配信

研究計画調書
の閲覧

■内容
大型研究種目（特別推進研究、基盤
（S）に応募予定の研究者向けに「研
究計画調書の閲覧」の機会を提供

■閲覧方法
Google drive上の共有フォルダにて
希望者に期間限定で閲覧の機会を提供
（ダウンロード・複写・印刷は不可）

7月中旬～

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
反射を設定したキャプション付きの図(初級)このスライドの図の効果を再現するには、次の操作を行います。[ホーム] タブの [スライド] で [レイアウト] をクリックし、[白紙] をクリックします。 [挿入] タブの [画像] で [図] をクリックします。 [図の挿入] ダイアログ ボックスで、図を選択し、[挿入] をクリックします。 [図ツール] の [書式] タブの [サイズ] で、[配置とサイズ] ダイアログ ボックス起動ツールをクリックします。
 [図の書式設定] ダイアログ ボックスで、イメージのサイズを変更するかトリミングします。高さは「3.17”」に、幅は「10”」に設定してください。 図をトリミングするには、左側のウィンドウで [トリミング] をクリックし、右側のウィンドウの [トリミング位置] で、[高さ]、[幅]、[左]、および [上] の各ボックスに値を入力します。 図のサイズを変更するには、左側のウィンドウで [サイズ] をクリックし、右側のウィンドウの [サイズと角度] で、[高さ] および [幅] ボックスに値を入力します。図を選択します。 [ホーム] タブの [図形描画] で [配置] をクリックし、[配置] をポイントして、次の操作を行います。[スライドに合わせて配置] をクリックします。 [上揃え] をクリックします。[図ツール] の [書式] タブの [図のスタイル] で、[図の効果] をクリックし、[反射] をポイントして、[反射の種類] で [反射 (中)、オフセットなし] (1 段目、左から 2 つ目) をクリックします。 [挿入] タブの [テキスト] で [テキスト ボックス] をクリックし、スライド上でドラッグしてテキスト ボックスを描画します。テキスト ボックスにテキストを入力して選択し、[ホーム] タブの [フォント] で [フォント] ボックスの一覧の [ＭＳ Ｐゴシック] を選択し、[フォント サイズ] ボックスに「42」と入力します。[ホーム] タブの [段落] の [文字列を右に揃える] をクリックして、テキスト ボックスの文字列を右揃えにします。テキスト ボックスを選択します。 [描画ツール] の [書式] タブの [ワードアートのスタイル] で、[文字の効果] をクリックし、[反射] をポイントして、[反射の種類] で [反射 (中)、オフセットなし] (1 段目、左から 2 つ目) をクリックします。 [描画ツール] の [書式] タブの [ワードアートのスタイル] で、[文字の効果の設定] ダイアログ ボックス起動ツールをクリックします。 [文字の効果の設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで、[文字の塗りつぶし] をクリックし、[文字の塗りつぶし] ウィンドウの [塗りつぶし (単色)] を選択して、次の操作を行います。[色] の横のボタンをクリックし、[テーマの色] で、[白、背景 1] (1 段目、左から 1 つ目) をクリックします。 [透過性] ボックスに「12%」と入力します。スライド上で図にテキスト ボックスをドラッグし、適切に配置します。 このスライドの背景を再現するには、次の操作を行います。 スライドの背景領域を右クリックし、[背景の書式設定] をクリックします。 [背景の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [塗りつぶし] をクリックし、[塗りつぶし] ウィンドウの [塗りつぶし (グラデーション)] を選択して、次の操作を行います。[種類] ボックスの一覧の [放射] を選択します。[方向] の横のボタンをクリックし、[中央から] (左から 3 つ目) をクリックします。[グラデーションの分岐点] で追加ボタンと削除ボタンを使用しながら、スライダー上に 2 つの分岐点を表示させます。追加したグラデーションの分岐点を [グラデーションの分岐点] で、次のようにカスタマイズします。[分岐点 1] を一覧から選択し、次の操作を行います。[分岐点] ボックスに「10%」と入力します。[色] の横のボタンをクリックし、[テーマの色] で、[白、背景 1、黒 + 基本色 5%] (2 段目、左から 1 つ目) をクリックします。[分岐点 2] を一覧から選択し、次の操作を行います。 [分岐点] ボックスに「99%」と入力します。[色] の横のボタンをクリックし、[テーマの色] で、[白、背景 1、黒 + 基本色 35%] (5 段目、左から 1 つ目) をクリックします。
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